
���
�����	
abcde
f��� � � �
���������������� �!��
" # $%%&�'%&%''%
�	
cde�()*+,-./
" # $%%&�'%&01$�
23 �'4��

5678�9� 1:$;
<5 = �>$$$;

������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�����
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� ����

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

理事会の討議風景
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平平
成成
二二
十十
三三
年年
度度
第第
三三
回回
理理
事事
会会
のの
開開
催催

〜
平
成
二
十
四
年
三
月
十
五
日
、
札
幌
の
道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
に
お

い
て
九
時
三
十
分
か
ら
（
社
）
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

第
三
回

理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
〜

当
日
は
出
席
理
事
九
名
、
委
任
状

一
名
、
で
あ
り
、
定
足
数
を
満
た
し
、

理
事
会
は
成
立
致
し
ま
し
た
。
併
せ

て
監
事
二
名
も
出
席
。
議
事
録
署
名

人
に
澤
田
理
事
、
工
藤
監
事
の
推
薦

が
あ
り
、全
員
が
了
承
致
し
ま
し
た
。

冒
頭
、
赤
坂

勝
会
長
よ
り
多
忙

の
折
、
出
席
の
お
礼
と
理
事
会
の
円

滑
な
進
行
の
協
力
依
頼
の
挨
拶
の

後
、
議
案
審
議
と
な
り
ま
し
た
。

概
略
は
次
の
通
り

一
号
議
案

平
成
二
十
三
年
度
特
別
会
計
・
法
人

会
計
の
決
算
見
込
み
に
つ
い
て
事
務

局
よ
り
説
明
、
質
疑
応
答
が
あ
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

二
号
議
案

平
成
二
十
四
年
度
各
種
事
業
予
算
・

法
人
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
質
疑
応

答
後
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

三
号
議
案

一
般
社
団
法
人
へ
移
行
に
伴
う
諸
規

定
に
つ
い
て
、
活
発
な
質
疑
応
答
が

な
さ
れ
承
認
さ
れ
ま
し
た

四
号
議
案

平
成
二
十
五
年
度
全
道
大
会
に
つ
い

て
、
全
国
大
会
実
施
を
も
っ
て
全
道

大
会
と
す
る
こ
と
で
了
承
さ
れ
ま
し

た
。五

号
議
案

平
成
二
十
四
年
度
東
・
北
海
道
ブ
ロ

ッ
ク
団
体
長
会
議
の
開
催
に
つ
い

て
。
十
一
月
二
十
九
日
、
札
幌
ホ
テ

ル

ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
で
実
施
予
定

の
説
明
後
、
十
二
時
十
分
閉
会
。

以
上
、
全
て
の
議
案
処
理
が
終
わ

り
散
会
と
な
り
ま
し
た
。

「
四
月
一
日
、札
幌
法
務
局
に
お
い
て
北
海
道

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
は
社
団
法
人
か
ら
一
般

社
団
法
人
へ
と
移
行
登
記
が
完
了
し
ま
し
た
。」

「
昭
和
二
十
四
年
四
月
十
日
午
後

二
時
に
設
立
し
て
以
来
、六
十
三
年
、

幾
多
の
変
遷
を
経
て
、
近
年
は
、
加

盟
団
体
会
員
の
高
齢
化
と
難
局
に
一

致
団
結
し
て
更
な
る
努
力
が
求
め
ら

れ
て
い
る
時
で
あ
り
ま
す
。

昨
年
三
月
九
日
か
ら
北
身
協
で
は

内
部
の
意
識
改
革
、
徹
底
し
た
コ
ス

ト
カ
ッ
ト
、
財
政
再
建
、
再
生
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

収
益
事
業
の
改
善
策
と
し
て
は
、

地
区
協
会
と
町
村
協
会
の
日
身
連
収

益
事
業
の
販
売
額
と
還
付
金
の
増
大

を
目
指
し
、
も
う
一
方
の
柱
で
あ
る

自
販
機
収
益
の
増
大
を
期
す
る
べ

く
、設
置
協
力
者
と
地
域
の
市
協
会
、

北
身
協
が
三
位
一
体
と
な
っ
て
四
月

よ
り
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
し
て
新
た
な

飲
料
自
販
機
の
設
置
運
営
に
取
り
組

み
始
め
ま
し
た
。

北
身
協
の
財
政
基
盤
の
一
日
で
も
早

い
確
立
が
、北
身
協
と
加
盟
団
体
の
盤

石
な
経
済
基
盤
に
つ
な
が
る
も
の
で
す
。」

北
身
協

常
務
理
事

談
話

発行人
一般社団法人
北海道身体障害者福祉協会
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「
ご
協
力
を
！
」
町
内
会
の
回
覧
協
力
に
よ
る
日
身
連
収
益
事
業
は
、
あ
な
た
の
協
会
に
還
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

第
六
十
回
全
道
身
体
障
害
者
福
祉
大
会

千
歳
大
会
に
係
る
要
望
に
対
す
る
回
答

標
題
の
要
望
に
対
し
て
北
海
道
保

健
福
祉
部
よ
り
回
答
が
あ
り
ま
し
た

の
で
そ
の
一
部
を
掲
載
致
し
ま
す
。

要
望
一

「
大
雪
が
降
る
と
手
押
し
式
信
号

機
の
周
り
に
大
き
な
雪
山
が
で
き

て
、
視
覚
障
害
者
は
、
信
号
機
の
手

押
し
ボ
タ
ン
が
分
か
ら
な
く
な
り
、

ボ
タ
ン
が
押
せ
な
く
な
る
。
北
海
道

で
は
除
雪
の
際
に
、
ど
う
し
て
も
手

押
し
式
信
号
柱
の
周
囲
に
雪
が
溜
り

視
覚
障
害
者
の
社
会
参
加
の
妨
げ
に

な
っ
て
い
る
の
で
手
押
し
式
信
号
機

の
周
り
は
、
優
先
し
て
除
排
雪
し
て

い
た
だ
け
る
様
、
国
・
道
・
市
町
村

と
連
携
し
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

「
回
答
」

北
海
道
が
行
う
道
道
の
除
雪
業
務

の
う
ち
、
手
押
し
信
号
機
設
置
個
所

を
含
む
横
断
歩
道
に
つ
き
ま
し
て

は
、
従
前
よ
り
降
雪
の
状
況
や
利
用

の
状
況
等
に
留
意
し
て
実
施
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、
利
用
者
の
安
全
な
通
行

を
確
保
す
る
よ
う
、
引
き
続
き
取
り

組
み
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

要
望
二

「
定
形
外
の
郵
便
物
や
宅
配
便
の

配
達
の
際
に
障
害
者
も
健
常
者
も
留

守
に
し
て
い
る
事
が
あ
り
ま
す
が
、

不
在
票
が
入
っ
て
い
て
も
視
覚
障
害

者
は
読
む
こ
と
が
出
来
な
い
た
め
、

連
絡
先
も
分
か
り
ま
せ
ん
。

不
在
票
を
入
れ
る
際
、
希
望
す
る

視
覚
障
害
者
の
留
守
番
電
話
に
、
そ

の
内
容
を
吹
き
込
む
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
し
て
頂
き
た
く
、
北
海
道
か
ら
北

海
道
陸
運
局
を
通
じ
て
配
送
業
者
へ

の
協
力
を
お
願
い
し
て
下
さ
い
。」

「
回
答
」

外
部
に
対
し
て
個
人
情
報
の
提
供

を
行
う
こ
と
は
、
個
人
情
報
保
護
の

観
点
か
ら
支
障
が
あ
る
こ
と
か
ら
視

覚
に
障
害
の
あ
る
方
々
へ
の
情
報
・

意
思
疎
通
支
援
用
具
の
一
つ
と
し
て

拡
大
読
書
器
や
活
字
印
刷
物
を
音
声

で
読
み
上
げ
る
機
器
な
ど
の
、
い
わ

ゆ
る
視
覚
障
害
者
用
拡
大
読
書
器

は
、
市
町
村
が
実
施
す
る
日
常
生
活

用
具
給
付
等
事
業
の
対
象
品
目
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
の
で
お
住
ま
い
の
市

町
村
へ
確
認
の
上
、
こ
れ
ら
機
器
の

活
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

北
海
道
身
体
障
害
者
相
談
員

連
絡
協
議
会
の
解
散

相
談
員
連
絡
協
議
会
は
平
成
二
十

四
年
三
月
三
十
一
日
を
も
っ
て
解
散

と
な
り
ま
し
た
。
解
散
後
の
残
余
財

産
に
つ
き
ま
し
て
は
、
身
体
障
害
者

相
談
員
の
活
動
の
充
実
強
化
の
取
り

組
み
、
活
用
に
役
立
て
る
と
し
て
、

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
に
寄

付
さ
れ
ま
し
た
。

寄
付
金
額

二
〇
八
、一
九
五
円

寄
付
年
月
日

平
成
二
十
四
年
四
月
二
日

以
上
報
告
致
し
ま
す

※
困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
は

障
が
い
者
一
一
〇
番
」
へ

電

話
〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
〇
一
一
―
二
五
二
―
一
二
三
五

Ｊ
Ｒ
ジ
パ
ン
グ
倶
楽
部

特
別
会
員
に
加
入
し
ま
せ
ん
か

★
加
入
資
格
〜
身
体
障
害
者
手
帳

所
持
の
男
性
六
十
歳
、
女
性
五
十

五
歳
以
上
の
方
で
、
各
地
の
身
体

障
害
者
福
祉
協
会
の
会
員
の
方
。

★
入
会
金
〜
無
料

★
年
会
費
〜
一
、
三
〇
〇
円

★
特

典
〜
会
員
（
第
一
種
障
害
者

の
場
合
は
介
護
者
と
も
に
）
の
特

急
料
金
等
が
二
〜
三
割
引
と
な
る

（
乗
車
券
が
二
〇
一
キ
ロ
以
上
の

場
合
）但
し
、ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー

ク
、
お
盆
、
年
末
年
始
は
除
外

﹇
申
し
込
み
・
問
合
せ
先
﹈

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
又

は
各
地
の
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

★
新
規
入
会
、
会
員
募
集
中
★

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
を

取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
も
の

が
あ
り
、
会
員
の
高
齢
化
、
減
少
は

協
会
の
悩
み
の
一
つ
で
あ
り
、
手
を

こ
ま
ね
い
て
い
て
は
状
況
は
悪
化
す

る
一
方
で
あ
り
、
事
業
に
取
り
組
み

会
を
活
性
化
し
、
会
員
加
入
を
働
き

か
け
る
努
力
が
必
要
で
す
。

既
存
個
人
会
員
で
会
員
と
な
っ
て

い
な
い
障
害
者
の
方
が
近
く
に
お
ら

れ
ま
し
た
ら
是
非
と
も
入
会
の
勧
誘

を
積
極
的
に
働
き
か
け
て
頂
き
、
会

員
増
に
向
か
い
地
元
の
協
会
と
一
丸

と
な
っ
て
行
動
す
る
よ
う
紙
面
を

も
っ
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

「
問
合
せ
先
」

地
元
の
障
害
者
協
会
、
又
は
、

札
幌
市
北
二
条
西
七
丁
目

道
民
活
動
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
一
―

二
五
一
―

一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―

二
五
一
―

二
五
五
八

社 団 法 人 日 本 義 肢 協 会 会 員

個
人
・
法
人
賛
助
会
員
を
募
集
中

「
問
い
合
せ
先
」

一
般
社
団
法
人

北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

Ｔ
Ｅ
Ｌ

〇
一
一
―
二
五
一
―
一
五
五
一

Ｆ
Ａ
Ｘ

〇
一
一
―
二
五
一
―
〇
八
五
八

（平成２４年４月２５日）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
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四
月
一
日
か
ら

新
体
制
で

ス
タ
ー
ト

〜
北
海
道
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
は
、
三
月
三
十
一
日
付
で

古
舘
一
雄
社
会
参
加
推
進
セ
ン

タ
ー
所
長
が
退
職
し
、
泉

司

常
務
理
事（
事
務
局
長
）が
社
会

参
加
推
進
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
務

と
な
り
、
四
月
一
日
よ
り
新
体

制
で
ス
タ
ー
ト
致
し
ま
し
た
。〜

今
後
と
も
、
旧
に
倍
し
て
ご

指
導
・
御
協
力
を
お
願
い
致
し

ま
す
。

事
務
局
事
務
分
掌
は
次
の
通
り

自自
立立
生生
活活
セセ
ンン
タタ
ーー
ささ
っっ
ぽぽ
ろろ
十十
五五
周周
年年
記記
念念
イイ
ベベ
ンン
トト

「「
自自
立立
生生
活活
運運
動動
のの
母母
」」
ジジ
ュュ
デデ
イイ
・・
ヒヒ
ュュ
ーー
ママ
ンン
をを
招招
きき
講講
演演
会会
のの
開開
催催

来
る
五
月
二
十
日
、
札
幌
市
中
央

区
に
お
い
て
、
障
害
分
野
に
お
け
る

世
界
的
リ
ー
ダ
ー
で
あ
り
、
社
会
弱

者
の
人
権
を
守
る
た
め
の
活
動
を
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
三

十
年
以
上
、
世
界
中
の
障
害
者
団
体

と
連
携
し
、
障
害
者
運
動
の
第
一
線

で
活
躍
し
て
き
ま
し
た
。ア
メ
リ
カ
、

バ
ー
ク
レ
ー
の
自
立
生
活
セ
ン
タ
ー

の
共
同
設
立
者
で
あ
る
と
同
時
に

オ
ー
ク
ラ
ン
ド
の
世
界
障
害
研
究
所

の
立
ち
上
げ
に
も
関
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
下
の
教

育
省
次
官
と
し
て
、
同
省
の
特
別
支

援
養
育
と
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を

担
当
、
特
別
支
援
養
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
関
す
る
法
整
備
を
は
じ
め
、
障
害

分
野
の
研
究
や
職
業
訓
練
、
自
立
生

活
な
ど
に
注
力
し
、
八
百
万
人
と
い

わ
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
障
害
者
の
た
め

尽
力
し
ま
し
た
。

現
在
、
米
国
国
務
省
特
別
顧
問
を

務
め
て
お
ら
れ
ま
す
ジ
ュ
デ
イ
・
ヒ

ュ
ー
マ
ン
さ
ん
を
特
別
講
師
と
し
て

招
き
講
演
会
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

主
催
者

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

自
立
生
活
セ
ン
タ
ー
さ
っ
ぽ
ろ

「
日

時
」
五
月
二
十
日
（
日
）

十
三
時
〜
十
七
時

交
流
会

十
八
時
〜
二
十
時

「
会

場
」
札
幌
国
際
ビ
ル
八
階

中
央
区
北
四
条
西
四
丁
目

「
参
加
費
」
五
〇
〇
円
（
定
員
百
名
）

交
流
会
費
一
、〇
〇
〇
円

（
自
由
参
加
）
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一
、
投
稿
は
、
新
聞
発
行
月
の
前
月

末
ま
で
に
願
い
ま
す
。

二
、
作
品
に
は
、
短
歌
、
俳
句
、
川

柳
の
区
分
を
記
入
願
い
ま
す
。

三
、
一
般
読
者
が
読
み
に
く
い
漢
字

に
は
、
必
ず
ル
ビ
を
付
す
よ
う
お

願
い
致
し
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

三
月
号
掲
載
、
川
柳
の
作
者
の
氏

名
に
訂
正
が
あ
り
ま
す
。

（
誤
）

釧
路
町

加
賀

貢

（
正
）

釧
路
町

芳
賀

貢

大
変
失
礼
致
し
ま
し
た
。
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ト
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貸
切
バ
ス

ハ
ー
ト
ケ
ア
福
祉
タ
ク
シ
ー
（
ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
対
応
）

株
式
会
社

ラ
イ
フ
パ
ス

札
幌
市
北
区
篠
路
一
条
八
丁
目
六
番
三
〇
号

篠
路
自
動
車
学
校
内

電

話
（
〇
一
一
）
七
七
二
�
四
七
一
五

Ｆ
Ａ
Ｘ
（
〇
一
一
）
七
七
一
�
一
四
〇
九

有
限

会
社

岩

見

沢

義

肢

岩
見
沢
市
緑
が
丘
二
丁
目
八
六
番
地
八

電
話
代
表（
〇
一
二
六
）二
二
�
一
五
五
〇
番

事 務 分 掌
事務局の総括に関する事
協会の組織強化活動に関する事
会長印銀行印の保管管理に関する事
奨学金運営事業に関する事
協会の自主財源の確保に関する事
日身連との相互協力と連携に関する事
全道身体障害者福祉大会に関する事
総会・理事会・監事会・正副会長会議に関する事
東北・北海道ブロック身体障害者団体連絡会に関する事
法人の運営・法人改革に関する事
障害者社会参加推進協議会に関する事
「障害者１１０番」運営事業 （委託事業）
「北海道身体障害者新聞」の発行に関する事
職員の福利厚生に関する事
一般会計及び特別会計の経理事務に関する事
全国身体障害者福祉大会に関する事
身体障害者福祉総合推進事業補助金に関する事
障害者社会参加推進センター運営事業事業補助金に関する事
ＪＲジパング倶楽部に関する事
委託料に関する事
要約筆記奉仕員養成事業に関する事 （委託事業）
要約筆記技術研修事業（現任）に関する事
盲ろう者通訳・介助員派遣事業 （委託事業）
パソコン貸与事業に関する事
ガイドヘルパーネットワーク事業 （委託事業）
ホームページに関する事
身体・知的障害者生活訓練事業 （委託事業）
雇用促進・社会参加支援事業に関する事
加盟団体事務担当者会議に関する事
パソコン教室開催事業に関すること
パソコンボランティア派遣事業に関する事
第３種郵便に関する事
日身連収益事業への協力に関する事
行事予定に関する事
文書管理に関する事

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１
２
３
４
５
６
７
１
２
３
４
５
６
１
２
３
４
５
６
７
８
９

担 当
泉事務局長
兼センター所長

�橋書記

岡本書記

川村書記

事 務 局 事 務 分 掌
一般社団法人 北海道身体障害者福祉協会

平成２４年４月１日

ニ
ッ
シ
ン
自
動
車
工
業

北
海
道

（２）（第６９７号）北 海 道 身 体 障 害 者 新 聞昭和３０年３月２４日�
�

�
�第三種郵便物認可（平成２４年４月２５日）


